
小中学生に対する情報モラルの指導内容の重要度の検討 

 

星野麻衣（東京学芸大学）・吉野真理子（広島県教科用図書販売株式会社）・高橋純（東京学芸大学） 

 

概要：新学習指導要領では，情報モラルに関する指導の一層の充実をはかる必要があることが示され

た．しかし，具体的にどの教科でどのような内容を指導するべきかは学校の裁量が大きい．本研究で

は，児童生徒の情報機器利用やインターネット利用についての実態調査を分析して，情報モラルの指

導内容の重要度について検討した．その結果，小学校，中学校の両校種において，「スマホ・ゲーム依

存」が最も重要度の高い指導内容となった．また，この指導内容と関連の深い指導内容として，小学校

では「スマホで課金」，中学校では「トークアプリ依存」についてさらに詳しく指導していく必要があ

ることが示唆された． 
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1 はじめに 

 平成 29 年３月に新学習指導要領が告示され

た（文部科学省 2017a）．その中で，情報活用能

力は，言語能力等と同様に，教科等を越えた全

ての学習の基盤として育まれ活用される資質・

能力として位置づけられた（文部科学省 2017b）．

また，「情報活用能力（情報モラルを含む）」と

して，情報モラルが情報活用能力に包括される

ことが示された．加えて，「携帯電話・スマート

フォンや SNS が子供たちにも急速に普及する

なかで，インターネット上での誹謗中傷やいじ

め，インターネット上の犯罪や違法・有害情報

の問題の深刻化，インターネット利用の長時間

化等を踏まえ，情報モラルについて指導するこ

とが一層重要となっている」ことが示された． 

「情報モラルに関する指導は，道徳科や特別

活動のみで実施するものではなく，各教科等と

の連携や，さらに生徒指導との連携も図りなが

ら実施することが重要である」（文部科学省 

2017c）と示されている．また，情報モラル指導

モデルカリキュラム（文部科学省 2007）などの

情報モラルに関する指導内容や，「事例に学ぶ情

報モラル」（GREE 2013）などの情報モラル教材

が数多く存在している．しかし，具体的にどの

教科でどのような内容を教えるべきかは学校の

裁量が大きい．学校の現状として，教員自身が

情報モラル教育を受けていないことが多い，ど

のような指導をすればよいのか分からない，情

報モラル指導は実施されていても回数や内容が

不足している（堀田ほか 2018）などが報告され

ている． 

数多くの情報モラルに関する指導内容があり，

指導できる時間が限られているという現状を踏

まえ，優先して指導していく内容を検討する必

要があると考えられる． 

 

2 目的 

 本研究では，児童生徒の情報機器利用やイン

ターネット利用についての実態調査を分析して，

情報モラルの指導内容の重要度について検討す

ることを目的とした． 

 

3 調査の対象 

新学習指導要領解説（研究①）及び全国の児

童生徒のインターネット利用における最新の実

態がまとめられている「平成 29 年度青少年の

インターネット利用環境実態調査，調査結果概

要」（内閣府 2018）（以下，「青少年のインター

ネット利用環境実態調査」とする）（研究②）を

調査し，情報モラルの指導内容の重要度の根拠

とすることにした．また，これらの重要度を検

討する際には，具体的な指導内容のリストに得



点を入れていくことにした．その指導内容のリ

ストには，文部科学省（2007）のモデルカリキ

ュラムを活用する事が考えられるが，既に 11年

が経過しており，最新の事情には対応し切れて

いない可能性がある．そこで，本モデルカリキ

ュラムを踏まえた上で，毎年指導内容の追加・

更新が行われている「事例で学ぶ Net モラル」

（広島県教科用図書販売株式会社 2018）の事例

アニメ教材，全 44 事例を用いることにした（研

究③）． 

 

4 研究① 新学習指導要領解説の記述の調査 

 4.1. 調査方法 

 小学校及び中学校の新学習指導要領解説にお

ける記述の中で，「情報モラル」という言葉が含

まれる段落を抽出した．さらに，情報モラルに

関する指導内容が記載されている段落を抽出し

た． 

 

 4.2. 結果 

 小学校及び中学校の新学習指導要領解説にお

ける記述を調査した結果，「情報モラル」という

言葉が含まれる段落は 38 件抽出された．しか

し，「情報モラル」という言葉はあるものの，さ

らにその指導内容まで記載されている段落は１

件のみであり，「情報社会の倫理，法の理解と遵

守，安全への知恵，情報セキュリティ，公共的

なネットワークがある」と記載されていた．こ

れらでは，具体的な指導内容までは示されてい

るとはいえず，重要度を決める際の根拠とする

には十分とはいえないと考えられた． 

 

5 研究② 「青少年のインターネット利用環境

実態調査」の分析 

 5.1. 分析の方法 

分析の手順を以下に示す． 

⑴「青少年のインターネット利用環境実態調査」

における調査項目の中で，小学校，中学校の学

校種で示された項目を抜き出した．本研究は児

童生徒の実態を根拠として指導内容の重要度を

検討するため，保護者の調査項目は除外した． 

⑵「青少年のインターネット利用環境実態調査」

における調査内容の中で，⑴で抜き出した項目

に該当する内容を抜き出した． 

  

 5.2. 結果 

「青少年のインターネット利用環境実態調査」

における調査項目の中で，小学校，中学校の学

校種で示された項目を抜き出した結果，小学校

６件，中学校６件の計 12 件の調査項目が抜き

出された．その際，10 歳～17 歳のように学校種

ではなく年齢別に示された調査項目は，学校種

別での判断ができなかった．さらに，「青少年の

インターネット利用環境実態調査」の調査内容

の中で，この 12 件の項目に該当する内容は，

「利用内容」，「利用時間」，「無線 LAN」，「ルー

ル」の４つであった（表１）． 

 

表１ 抜き出した調査項目と調査内容 

 

6 研究③ 指導内容の重要度の検討 

 6.1. 検討の方法 

検討の手順を以下に示す． 

⑴研究②の結果から重要度の得点を求め，「事例

で学ぶ Net モラル」による指導内容のリストに

得点をいれることとした．研究②において抜き

出された４つの内容ごとに，該当する事例があ

ればカウントをし，１カウント１点として点数

を合計した．この際，「利用内容」に該当する調



査項目をみると，「ゲーム」や「動画視聴」など，

さらに細かい内容となっているため，割合の高

い上位５つを対象として，細かい内容ごとにカ

ウントした．カウントする際は，１位が５点，

２位が４点，３位が３点，４位が２点，５位が

１点として点数を合計した．また，情報モラル

とは「情報社会で適正な活動を行うための基に

なる考え方と態度」であり（文部科学省 2017b），

「ルール」という内容をそもそも含んでいるた

め，「ルール」は除外した． 

⑵各学校種において合計点数の高かった事例か

ら順に重要度の高い指導内容とした． 

 

 6.2. 結果 

 小学校で最も点数の高かった事例は，「スマ

ホ・ゲーム依存」（16 点）となり，次に点数が高

かった事例は，順に「架空請求や不当請求」（15

点），「スマホで課金」（10 点）となった（表２）． 

 中学校で最も点数の高かった事例は，「スマ

ホ・ゲーム依存」（16 点）となり，次に点数が高

かった事例は，順に「架空請求や不当請求」（15

点），「トークアプリ依存」（９点），「ワンクリッ

ク詐欺」（９点）となった（表３）． 

 

表２ 小学校における合計点数 

 

表３ 中学校における合計点数 

 

 

7 考察 

 小学校，中学校の両校種において，最も点数

の高い事例は「スマホ・ゲーム依存」となり，

次に点数の高い事例は「架空請求や不当請求」

となった． 

「スマホ・ゲーム依存」の中でも，スマート

フォンの依存が及ぼす影響の例として，スマー

トフォンが手放せず夜遅くまで使用する児童生

徒が，睡眠不足で翌日の授業にも集中できず，

体調も優れないといった症状が出たという事例

が報告されている（総務省 2016）．また，SNS

等の利用における被害児童の 84.9％はスマート

フォンからアクセスしており（警察庁 2018），

スマートフォンに依存している児童生徒はそう

でない児童生徒より SNS 等に関するトラブル

に巻き込まれやすいということが考えられる．

よって，この事例は重要度の高い指導内容であ

ると考えられる．なお，中学校において３番目

に点数の高かった「トークアプリ依存」は，こ

の内容をさらに詳しく取り上げた事例であり，

中学校においてはさらに LINE などのトークア

プリの利用について個別で指導していく必要が

あると考えられる． 

また，「スマホ・ゲーム依存」の中でも，ゲー

ム依存が及ぼす影響の例として，ゲームに熱中



することによる高額課金の事例が報告されてい

る（総務省 2016）．ゲームアプリには競争心や

射幸心をあおる演出や仕組みも多く含まれてお

り，１つ１つの金額は高額ではないため，気付

かぬうちに高額な請求がされることがある（総

務省 2016）．なお，小学校において３番目に点

数の高かった「スマホで課金」は，この内容を

さらに詳しく取り上げた事例であり，仕組みも

分からずに課金をしてしまう判断能力の低い児

童も少なくない（総務省 2016）中で，特に小学

校において重要度の高い指導内容であると考え

られる． 

小学校，中学校の両校種において２番目に点

数の高い事例となった「架空請求や不当請求」

はランサムウェアによる被害である．この被害

は「情報セキュリティ 10 大脅威」（IPA 2018）

の個人及び組織向けの脅威において２位となっ

ており，教育現場においてもコンピュータウイ

ルスへの対応等の指導をしていく必要があると

考えられる．なお，中学校において３番目に点

数の高かった「ワンクリック詐欺」もコンピュ

ータウイルスに関連した指導内容である． 

 

8 まとめと今後の課題 

 本研究では，児童生徒の情報機器利用やイン

ターネット利用についての実態調査を分析して，

情報モラルの指導内容の重要度について検討し

た．その結果，小学校，中学校の両校種におい

て，「スマホ・ゲーム依存」が最も重要度の高い

指導内容となった．また，この指導内容と関連

の深い指導内容として，小学校では「スマホで

課金」，中学校では「トークアプリ依存」につい

てさらに詳しく指導していく必要があることが

示唆された．今後の課題として，児童生徒に加

えて保護者や教員における情報機器利用やイン

ターネット利用についての実態調査等を分析し，

児童生徒，教員，保護者の三者の実態に応じた

情報モラルに関する指導内容を検討したい． 
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